
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２５５０．輸出便情報照会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務コード 業務名 

ＩＦＴ 輸出便情報照会 
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１．業務概要 

入力された搭載便名により、当該便に割り当てられているＵＬＤ情報、輸出貨物情報及び搭載、未搭載の

状況等を照会する。 

（１）処理識別がスペース（貨物情報照会）の場合 

入力された搭載便に割り当てられているすべての輸出貨物情報の照会を行う。 

（２）処理識別が「Ｍ」（ＭＡＷＢ情報照会）の場合 

入力された搭載便に割り当てられているＭＡＷＢ情報の照会を行う。 

（３）処理識別が「Ｒ」（未搬入貨物情報照会）の場合 

入力された搭載便に割り当てられている貨物の中で「搭載便割当情報登録（ＡＷＢ単位）（ＦＬＩ）」

業務で新規作成され、「一括搬入確認登録（ＢＩＬ）」業務等が行われていない輸出貨物情報の照会を行

う。 

（４）処理識別が「Ｕ」（ＵＬＤ情報照会）の場合 

入力された搭載便に割り当てられているＵＬＤ情報及びＵＬＤに積み付けられている輸出貨物情報の

照会を行う。ただし搭載完了した貨物情報は表示しない。 

 

２．入力者 

税関、航空会社 

 

３．制限事項 

１業務で処理可能なＡＷＢまたはＵＬＤ件数は最大２０件とする。 

 

４．入力条件 

（１） 入力者チェック 

システムに登録されている利用者であること。 

（２） 入力項目チェック 

（Ａ）単項目チェック 

「入力項目表」及び「オンライン業務共通仕様書」参照。 

（Ｂ）項目間関連チェック 

なし。 

（３） 輸出便情報ＤＢチェック 

①入力された搭載便名に対応する輸出便情報ＤＢが存在すること。 

②入力者が航空会社の場合、当該便情報に登録されている航空会社と同一である入力者であること。 

ただし、入力者が受託者の場合は、受委託関係がシステムに登録されていること。 

（４） ＵＬＤ情報ＤＢチェック 

処理識別がスペース（貨物情報照会）の場合、以下のチェックを行う。 

①入力された搭載便名に対して割り当てられているＵＬＤに対応するＵＬＤ情報が存在すること。 

②輸出便情報に登録されている航空会社とＵＬＤ情報に登録されている航空会社が同一であること。 

③輸出便情報に登録されている空港コードとＵＬＤ情報に登録されている空港コードが同一であること。 

（５） 輸出貨物情報ＤＢチェック 

（Ａ）処理識別がスペース（貨物情報照会）の場合、以下のチェックを行う 

（ａ）入力された搭載便名に対してＵＬＤが割り当てられている場合 

①当該ＵＬＤに積み付けられているＡＷＢが輸出貨物情報ＤＢに存在すること。 

②入力された搭載便名が登録されていること。 

③ＵＬＤの積付け情報が登録されていること。 
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（ｂ）入力された搭載便名に対してＡＷＢが割り当てられている場合 

①当該ＡＷＢが輸出貨物情報ＤＢに存在すること。 

②ＡＷＢまたはＭＡＷＢであること。 

③入力された搭載便名が登録されていること。 

④「積付結果登録（ＭＡＷＢ単位）（ＵＬＭ）」業務等でＵＬＤに積み付けられていない貨物（以下､

「バラ貨物」という。）であること。 

（Ｂ）処理識別が「Ｍ」（ＭＡＷＢ情報照会）の場合、以下のチェックを行う 

①入力された搭載便名に対して割り当てられているＭＡＷＢが輸出貨物情報ＤＢに存在すること。 

②ＭＡＷＢであること。 

③入力された搭載便名が登録されていること。 

（Ｃ）処理識別が「Ｒ」（未搬入貨物情報照会）の場合、以下のチェックを行う 

①入力された搭載便名に対して割り当てられているＡＷＢが輸出貨物情報ＤＢに存在すること。 

②入力された搭載便名が登録されていること。 

③ＦＬＩ業務で新規作成され、搬入確認が行われていない貨物であること。 

（Ｄ）処理識別が「Ｕ」（ＵＬＤ情報照会）の場合、以下のチェックを行う 

①入力された搭載便名に対して割り当てられているＵＬＤに積み付けられているＡＷＢが輸出貨物情

報ＤＢに存在すること。 

②ＡＷＢまたはＭＡＷＢであること。 

③入力された搭載便名が登録されていること。 

④ＵＬＤの積付け情報が登録されていること。 

 

５．処理内容 

（１） 入力チェック処理 

前述の入力条件に合致するかチェックし、合致した場合は正常終了とし、処理結果コードに「００００

０－００００－００００」を設定の上、以降の処理を行う。 

合致しなかった場合はエラーとし、処理結果コードに「０００００－００００－００００」以外のコー

ドを設定の上、処理結果通知の出力を行う。（エラー内容については「処理結果コード一覧」を参照。） 

（２） 輸出便情報抽出処理 

（Ａ）処理識別がスペース（貨物情報照会）の場合 

①入力された搭載便名に対して割り当てられているＵＬＤ情報及びＵＬＤに積み付けられている貨物の

輸出貨物情報を抽出する。 

②入力された搭載便名に対して割り当てられているバラ貨物を抽出する。 

（Ｂ）処理識別が「Ｍ」（ＭＡＷＢ情報照会）の場合 

入力された搭載便名に対して割り当てられているＭＡＷＢ（ＵＬＤ収容貨物、バラ貨物）を抽出する。 

（Ｃ）処理識別が「Ｒ」（未搬入貨物情報照会）の場合 

入力された搭載便名に対して割り当てられている貨物の中で、ＦＬＩ業務で新規作成され、搬入確認

が行われていない輸出貨物情報を抽出する。 

（Ｄ）処理識別が「Ｕ」（ＵＬＤ情報照会）の場合 

入力された搭載便名に対して割り当てられているＵＬＤ情報及びＵＬＤに積み付けられている輸出

貨物情報を抽出する。 

ただし、搭載完了の旨が登録されたＵＬＤ情報及びＵＬＤに積みつけられている輸出貨物情報は抽出し

ない。 

（Ｅ）継続処理 

照会可能なＡＷＢまたはＵＬＤが２０件を超える場合は照会情報を再度送信することにより次の 

２０件を抽出し、照会する。 
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（３）輸出便情報照会情報出力処理 

輸出貨物情報ＤＢより、輸出便情報照会情報の編集及び出力を行う。出力項目については「出力項目表」

を参照。 

（４）注意喚起メッセージ出力処理 

照会の対象となるＡＷＢまたはＵＬＤが２０件を超える場合は､注意喚起メッセージとして輸出便情報

照会情報に出力する。 

 

６．出力情報 

情報名 出力条件 出力先 

輸出便情報照会情報 なし 入力者 

 


